
モノづくり応援隊ｉｎ大田区 とは？ 

 
 
 
 
 
 
 

主な活動経緯・実績（2005年７月～2006年１月現在） 

７月初旬～ 

８月初 

８月中旬～ 

９月初～ 

１０／２２ 

１１月～ 

プロジェクト計画立ち上げ 

メンバー公募 ⇒ １５名選出 

企業訪問 ⇒ ３４社訪問 

支援企業 ６社決定・支援開始 

ITC カンファレンス 2005 にて経過報告 

継続して５社の企業様ご支援中 

※支援企業の経営者の皆様にもご参加いただく。

 

このプロジェクトは、昨年１０月 大田区産業プラザ（ＰＩＯ）に於いてＩＴコーディネータ

の全国大会（ITC カンファレンス 2005）が開催されることをきっかけに，２００５年８月に

１５名の公募ＩＴコーディネータにより立ち上げました。 

（財）大田区産業振興協会のご支援を得て 大田区３４社の企業に訪問し

６社の企業様の経営改善へのご支援をさせていただきました。 

 

 カンファレンス後も継続してご支援させていただいている企業様を含め、この活動は

イベントに向けての1次的なものでなく、１年後２年後を見据えた形で計画すると共に

これをきっかけに大田区の経営者とＩＴＣが交流することを通じて、具体的経営課題の

把握と対策を検討し、将来につながる活動にできればと考えております。
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ＩＴコーディネータとは？ 

主役は経営者です 

 企業の経営改革にはパソコンやインターネットなどの情報技術＝ＩＴの活用が有効である，と言われて

います。ＩＴ活用のためには、まず経営課題や戦略を明らかにする必要があります。 

 しかし、課題を掘り起こし、解決の方策を立てるのは、日々の企業経営に忙しい中小企業経営者自身

にとって簡単では有りません。その上、急激に進歩する情報技術を的確に理解し、思い通りの戦略を実

現するのは、非常に困難です。 

 こうした経営課題の整理や解決を、経営者の立場に立ってご支援するのが「ＩＴコーディネータ」です。 

 このＩＴコーディネータは経済産業省推進資格であり、全国で約６，４００名が認定されております。 

 

  ＩＴ化（ＩＴ導入）が目的ではなく 

  経営改革の方策立案をご支援するプロフェッショナル 

  それがＩＴコーディネータです。  

 

我々がお客様を訪問した際、最初に伺うことは 

「社長様の想い」です。 

 社長様が「自分の会社をどうしたい」と考えておられるのか。「どれくらい真剣に思って 
おられるのか」を伺います。 

そして、この社長様となら共に取り組んで行きたい 
と思う社長様に，私共ＩＴコーディネータの想い，役割をわかって頂き 
ご支援させていただきたいとお願い致します。 
 
企業の大小は関係ありません。 
 
会社が変われるか変われないかは、その企業経営者の「想いの強さ」だと考えます。 
 
しかし、現実にその想いを具現化するにはさまざまな苦難を伴います。 

そんな時、ＩＴコーディネータは社長様の傍に居て問題の整理や解決にむけての知恵 
を出すお手伝いをいたします。 
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支援企業経営者のコメント 
 ～ ＩＴＣカンファレンス２００５ 経営者インタビューより～ 

大洋機械株式会社 

  東京都大田区城南島 2-3-9 
  昭和 40 年創業  社員数：１７名 
 【事業内容】 

大型で高精度なステンレスの機械加工 
   （大型旋盤、フライス盤、ボール盤） 
  町工場ならではのネットワークを生かした一貫生産 

■経営者インタビューにて  
司会：ＩＴコーディネータの印象、支援を受けられた感想をお聞かせ下さい 

 

猪狩社長：東京大田区の城南島で機械メーカさんの部品の切削

加工をしており、比較的大きな形状の部品をステンレス等の材質

で切削加工し「大きいけれども精度が出せること」を売りにして

います。 

  電話があって「ＩＴ～」と聞いたときには、まず、あ～うち

には関係ないな、と思いました。でも熱心な様子に一度お会いす

ることにしました。 

代表取締役社長 猪狩 浩 様  

 最初のうちはやっぱり何を話しているのか分かりづらかったのですが、３回目あたりより

ITという言葉が消えて、自分が話した内容をきちんと紙にまとめてきてくださり最終的に今

後の自社の経営課題を短期・中期・長期に分けてまとめることができました。 
 何回目かに一緒に飲みに行ったときですが、応援隊の方は３名参加されていて、３：１で

こちらが何か言われるのか（嫌な予感）と思いきや、３人のＩＴコーディネータ同志で支援

内容についてやりあっている･･･という面白い光景を目にしました（場内爆笑）。 
 ＩＴコーディネータって、自分の思っていたコンサルタントのイメージとは随分ちがうな

と思いました。 
 
■最近のコメント 
その後引き続き派遣をお願いし、受発注・工程・外注等 
の管理システムの構築にご助力いただいております。 
弊社社員への熱心なご指導により徐々に完成に近づいて 
いる様で、結果が楽しみです。 
 

ITCカンファレンス2005 会場風景 

～10/21・22の2日間で1500人参加～
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支援企業経営者のコメント 
 ～ ＩＴＣカンファレンス２００５ 経営者インタビューより～ 

有限会社安久工機 

  東京都大田区下丸子 2-25-4 
  昭和 44 年創業  社員数：７名 
 【事業内容】 

機械設計、精密機械部品加工、治具製作、 
各種専用機・試験装置の設計製作、各種材料の加工 
その他試作開発等に伴う設計製作 

■経営者インタビューにて  
司会：ＩＴコーディネータの印象、支援を受けられた感想をお聞かせ下さい 

田中部長：うちは大田区を地盤に協力会社５０社以上の方々

の協力を得ながら、人工心臓関係などの試作・開発を行っ

ています。 

最初ITコーディネータの方がいらっしゃると聞いてちょっ

と身構えたというか、たとえて言えば人間ドックに入る前

日のような気持ちで、１回人間ドックに入ったらあそこが

悪い、ここが悪いと評価されるのでは･･･とびくびくしてい

たようなところがありました。 

安久工機 田中部長  

 

しかし、回を重ねるごとにＩＴコーディネータの方の熱意と本

当に自分たちのことを考えてくれているんだなということが

身にしみてわかり、先入観はまったくの間違いであったことが

わかりました。 

サッカーで言えばプレーをしている私たちにとって 

ＩＴコーディネータの方々は、監督やコーチではなくてスタン

ドで応援してくれているサポーターであり、我々の後押しをし

てくれる存在なんだと思いました。非常に感謝しています。 

私はサッカーが好きで、J2の中でも12チーム中11位の横浜ＦＣという弱小チームを応援している

んですが、強いチームは応援はいらない、弱いチームだからこそ応援したくなります･･･ 

「お前らには俺が居なきゃだめなんだ」という気持ちでいつも応援しています。それと同じよう

な印象をモノづくり応援隊の方々に受けました。 

■ 最近のコメント 
 IT コーディネータの方々からのご指導をもとに、弊社では自社ホームページのリニューアルを

行いました。「見やすいページとはどのようなページか」「アクセス数を増やすにはどうしたら

よいか」という事を教えていただいていたので、改編作業が大変スムーズに進みました。その結

果、お蔭様で以前より何倍ものアクセス数が得られたばかりでなく、新規のお客様の増加にもつ

ながりました。 

「とりあえず作ったホームページ」から、少しでもページを進化させるきっかけを作っていただ

いた事に大変感謝しています。 
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支援企業経営者のコメント 
 ～ ＩＴＣカンファレンス２００５ 経営者インタビューより～ 

有限会社 大森精工 

  東京都 大田区 大森東 3-27-8 
  1968 年創業  社員数：30 名 
 【事業内容】 

プレス金型設計製作、プレス加工 
インテリア製品のデザイン・設計・製造・販売 

 

■経営者インタビューにて  
司会：ＩＴコーディネータの印象、支援を受けられた感想をお聞かせ下さい 

池田社長：うちの会社は私で２代目になるのですが、創業３６年目になりまして１年前に 

私が社長に就任しました。現在先代社長と相談しながら経営に取り組んでいます。 

代表取締役 池田 一秀 様  

 

そんな中今回ITコーディネータの皆様がいら

して最初セールスかと思い疑いの目を持って

接してしまいました。 

大変失礼いたしました。 

４回にわたっていらしていただいた中で、今後

に向けてのアイデア出し、やり方のアドバイ

スをいただきました。私は３７歳ですが若い

ながらコーディネータの方々と接してみてい

ろいろ考えるものがありました。 

プレス工場なんですが、プレス部品を使った照明の自社開発 

を目指しており、今後自社ブランド共々売り出して行きたい 

と思っております。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

■最近のコメント 
 その後、ＩＴコーディネータさんにお手伝いしていただき 

改善に取り組んでおります。 
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支援企業経営者のコメント 
 ～ ＩＴＣカンファレンス２００５ 経営者インタビューより～ 

フィーサ株式会社 

  東京都大田区池上 7-12-11 
  昭和３６年創業  社員数：７０名 
 【事業内容】 

静電気関連機器、ホットランナ成形装置、 
LSR 成形装置、ヒータ・工業用センサ、 
表面処理装置 

■経営者インタビューにて  
司会：ＩＴコーディネータの印象、支援を受けられた感想をお聞かせ下さい 

斎藤社長：私のところは大田区池上です。俗にいう大田区の工場街とは少々離れていまして 

住宅街の中にある会社です。 国内７箇所の拠点に、ｱﾒﾘｶﾃﾈｼｰ州と上海に子会社があります。

代表取締役 斎藤敏男 様  

扱っているものは全て自社開発の製品で、設立以

来下請けは１回もやったことがありません。 

すべて自社でものを考え、世の中のニーズに答え

られるものを考えよう、大企業が手を出さないニ

ッチな部分を目指していこう、ということでやっ

てきまして、今年で設立４４年になります。 

私はまもなく７０才代になりますが、今回ITコー

ディネータの方が、大田区産業振興協会のご紹介

でいらっしゃるということで素直にお会いしま

した。 

最初は私がお会いしましたが、一番の課題である「ものを売る」ということ、製品の販売

についていろいろなお話をさせていただきました。今の世の中いろいろな販売方法があり

ます。 

今後ITコーディネータの方がいい方向に向けてくれるということなので、ぜひともご指導

をお願いできればと考えています。 

 

■ 最近のコメント 
フィーサは多くの中小企業もそうであるように、同族会社です。何とかこの弊害を避けよ

うと考え、新会社の設立を計画しています。その会社はわたしが社長になる予定ですが

一般社員の他に高齢者アドバイザーを多く採用し、商品開発と販売に注力したいと考えて

います。また仕事の効率化を徹底的に行い小さな会社機能としたいと思っています。 
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支援企業経営者のコメント 
 ～ ＩＴＣカンファレンス２００５ 経営者インタビューより～ 

有限会社 松浦製作所 

  東京都大田区南蒲田 2 丁目 25 番 16 号 
  昭和 15 年創業  社員数：７名 
 【事業内容】 

精密機械加工 
（試作機や特注機用部品の製造 ）  

 

■経営者インタビューにて  
司会：ＩＴコーディネータの印象、支援を受けられた感想をお聞かせ下さい 

松浦社長：電話をいただいた時たまたま機嫌が良くて会いましょうということになりました。

お会いして「会社で困っていることがあったらお手伝いしたい」というお話をいただいた 

代表取締役 松浦貴之 様  

のですが、私は先月社長に就任したばかりでまだ

現状をすべて把握している訳ではなくて、逆にそ

こから自分は今会社をどういう風にしたいのか

何を困っているのか、そういう抽象的なことを全

て書き出してそれを次回まとめてきていただい

て、それで道が見えてきたような、困っていたこ

とが整理されたように感じています。 

今後その方向にむかって経営を進めて行こうと

いう気持ちでおります。 

いい出会いがあったと思っています。ありがとうございました。 

 

■ 最近のコメント 
 改めて客観的に会社を見ることが出来始めています。 
 今後が楽しみです。 
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支援企業経営者のコメント 

ティヴィバルブ株式会社 

  大田区大森東 4-33-8  
  昭和 15 年創業  社員数：36 名 
 【事業内容】 

食品、化学プラント等に用いる自動バルブ・駆動部・

各種バルブの設計・製造・販売 
 

 

ＩＴ成熟度診断実施の様子 

代表取締役 竹内 栄多 様（写真右） 

■ 概要 
ティヴィバルブは、大田区大森の住宅街に位置し、独自な技術と

創意工夫により、食品・飲料製造ラインや、化学・石油プラントな

どの流体の制御に用いる特殊バルブの設計・製造・販売を手がける

企業です｡ 
竹内社長は、“お客様に喜んで頂けること”をモットーにお客様の

様々な要求に対し真摯に取り組むことで、技術開発を繰り返し、規

模は小さいながらも特殊バルブ企業としての地位を築いています｡ 
今回、IT コーディネータ協会が主催する「ITC カンファレンス

2005 モノづくり応援隊 in 大田区」の企画（大田区企業に IT コーデ

ィネータがお伺いし、課題を一緒に検討する）に対して、快く快諾

をいただきました｡IT コーディネータ（以降、ITC）は、予備ヒアリ

ングの後、IT 経営成熟度診断ツール*1 を活用した成熟度自己診断を

申し出ました｡竹内社長と経営陣は、休日の土曜日に数回集まり、IT
経営成熟度診断ツールで自社の IT経営の成熟度を自己診断をしまし

た｡また、ITC は、茨城県玉造町にある茨城工場を訪問し、訪問結果

も踏まえて、ティヴィバルブの今後の方向性を提案しました｡ 

■ ＩＴＣの印象、支援を受けた感想 

ITC による支援は、弊社に新しい良い刺激を与えてくれたと、感じております。 

貴協会が良くわからないまま、カンファレンスに参加させて頂だきましたが、結果は大変有意義であ

ったと感じております。 

現在、社内にあらためて眺める時間と、考える意識が芽生えております。 

ITC は、複数のコンサルタントによる、押し付けでなく、引き出すことを主に組み立て導く方法が

多角的な結果を生み出していると考えております。 

18 年 1 月より「営業改革」について、ITC にコンサルをお願い致しておりますので、宜しくご指導

ください。 

*1 IT 経営成熟度診断ツール IT コーディネーター協会が提供してます。経営者と経営陣が話し合いながら、“重要経営課題(CSF)”を抽出します。

次に、課題解決のためのいろいろな“ビジネス競争力”について“成熟度のレベル”という尺度を通して“現在の姿”と、“あるべき姿”を自己診断します。

ITC は、自己診断結果をもとに経営課題解決の方向性を”人間系”と”情報系”の両面から検討して「なにから始めるのがよいか」を提案します。 
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支援希望企業募集中！！ 
 

モノづくり応援隊では、支援希望の企業を募集しています。 

 

「このままではいけない・・」 

「なんとかしなければ・・・」 

「何から手をつけたらいいのか・・・」 

 

などお悩みの経営者の皆様 

我々と共に一歩を踏み出しませんか？ 

 

ＩＴコーディネータの派遣費用を補助する 

公的支援制度もございます。 

 

お気軽にお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

       ＩＴコーディネータ協会 

      ＩＴＣカンファレンス開催事務局  

      モノづくり応援隊    前田 宛 

 

   電話 03-5733-8380  fax 03-5733-8388 

      Mail  confer-ouentai@itc.or.jp 

      URL http://www.itc.or.jp/event/itc_conf2005/jissen/ 

 

 

 

 


